
学校番号 ４０８ 
 

令和２年度 外国語科 
教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ 第１学年 

文英堂「New Edition Grove English 

Communication Ⅰ」  

文英堂「FILL-IN NOTEBOOK 授業

ノート」 

文英堂「STOCK3000」 

文英堂「START-UP NOTEBOOK」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅰの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４ 

技能の力をつける授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に、情報や考えなどについ 

て話したり書いたりする言語活動を多く行います。授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを 

意識して学習することが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。単語の発音に加えて、英語のリズムやイン 

トネーションに気をつけ、聞いている人にきちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位）及び「英語表現Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

英単語を適切に発

音しようとでき

る。 

決まった日常の挨

拶ができる。 

基本的な語や表現

を使って前もって

準備した上で自分

自身について簡単

に表現できる。 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

英語Ⅰ 

英 語 表 現

Ⅰ 

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝﾃｽﾄ 

基本的な単語や

句を正確に書く

ことができる。 

簡単な日常のや

り取りに関して

具体例のある表

現を自分のこと

に関する表現に

換えて書くこと

ができる。 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

英語Ⅰ 

英 語 表 現

Ⅰ 

・定期考査 

・小テスト 

ゆっくり発音され

れば習った語や身

近な語を聞き取る

ことができる。 

習った表現（１文）

がゆっくりとはっ

きりと発音されれ

ば聞き取ることが

できる。 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

英語Ⅰ 

英 語 表 現

Ⅰ 

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝﾃｽﾄ 

 

知っている語を書かれて

いるものの中から選べる。 

挿絵や写真のある１～３

文程度の英文の内容を推

測できる。 

様々なテーマについて書

かれた文を１文ずつ習っ

た語や文法の知識を使っ

て読もうとできる。 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

英語Ⅰ 

英語表現

Ⅰ 

・定期考査 

・小テスト 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

(8時間) 

「おもてなし」

とは何か，その

由来と他国の例

について。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・「おもてなし」の由来

と各国のもてなしの例

を理解し、来日する外

国人観光客へのもてな

し方を考える。 

・読んだ内容から印象に

残った語(句)を用いて、

文を書いて発表する。 

・「おもてなし」の由

来と各国のもてなし

の例を理解し、来日す

る外国人観光客への

もてなし方に役立て

ようとしている。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト  

「外国語表現の能力」 

・会話モデルを参考に、

自己紹介と学校の案内

をする。 

・読んだ内容を理解し、

聞いた英語について適切

に答える。 

・学習するべき表現を

覚え、応用することが

できる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

・外国人観光客のもて

なし方に関する話を読

み、要点をとらえる。 

・本文を読んで内容を把

握し、英語の質問に答え 

たり、サマリーを作成し

たりする。 

・CD の音声を聞き、ALT

の発言を聞く。 

・外国人観光客のもて

なし方に関する話を

読み、要点をとらえら

れる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「主部と述部」、 

「S+V」、「S+V+C」、 

「S+V+O」、「過去・現

在・未来」について理

解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「 主 部 と 述 部 」、

「 S+V 」、「 S+V+C 」、

「S+V+O」、「過去・現

在・未来」について理

解している。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

 



  



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 2 

(8時間) 

時計はなぜ右回

りか、女性の服

のボタンはなぜ

左側に付いてい

るのか、人はな

ぜ握手をするよ

うになったの

か .日常の３つ

の疑問に答え

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日常の 3つの疑問に

ついて理解し、日常生

活において役立てるこ

とができる。 

・読んだ内容から印象に

残った語(句)を用いて、

文を書いて発表する。 

・日常の 3つの疑問に

ついて理解し、日常生

活において役立てよ

うとしている。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語表現の能力」 

・新聞記事を参考に、

記事をまとめ、内容に

ふさわしいタイトルを

与える。 

・読んだ内容を理解し、

聞いた英語について適切

に答える。 

・読んだ内容の要点を

とらえ、設問に答える

ことができる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

・日常の疑問に関する

背景を読み、要点をと

らえる。 

・本文を読んで内容を把

握し、英語の質問に答え

たり、サマリーを作成し

たりする。 

・CD の音声を聞き、ALT

の発言を聞く。 

・日常の疑問に関する

背景を読み、要点をと

らえられる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「冠詞(+形容詞)+ 名

詞」、「to不定詞の名詞

的用法」、「動名詞」に

ついて理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「冠詞 (+形容詞 )+ 

名詞」、「to 不定詞の 

名詞的用法」、「動名 

詞」について理解して

いる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

 

  



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

(10時間) 

日本の文化が世

界に広がりつつ

あるが、弁当も

そのひとつであ

る。アメリカで

は、おいしく健

康的な食べ物と

して注目されは

じめ、「キャラ

弁」に凝る人た

ちもいる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・身近な「弁当」とア

メリカの「バッグラン

チ」とを比較しながら，

日本から世界へ発信さ

れている「弁当」につ

いて知る。 

・読んだ内容から印象に

残った語(句)を用いて、

文を書いて発表する。 

・身近な「弁当」とア

メリカの「バッグラン

チ」とを比較しなが

ら，日本から世界へひ

ろまりつつある「弁

当」について知ろうと

している。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語表現の能力」 

・会話モデルを参考に、

日本食の説明をする。 

・読んだ内容を理解し、

聞いた英語について適切

に答える。 

・学習するべき表現を

覚え、応用することが

できる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

・日本の弁当がアメリ

カで評価されている理

由をとらえる。 

・本文を読んで内容を把

握し、英語の質問に答え 

たり、サマリーを作成し

たりする。 

・CD の音声を聞き、ALT

の発言を聞く。 

・日本の弁当がアメリ

カで評価されている

理由をとらえている。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「進行形」、

「S+V+O1+O2」、

「S+V+O+C」について理

解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「進行形」、「S+V+O1+ 

O2」、「S+V+O+C」につ

いて理解している。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

 

  



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 4   

(10時間) 

アフリカのケニ

アで，孤児にな

ったカバの赤ん

坊と孤独な老ゾ

ウガメの間に奇

跡的な友情が芽

生えた。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・種の異なる動物同士

に芽生えた奇跡的な友

情について理解し、自

身の立場に置き換えて

友情について考える。 

・読んだ内容から印象に

残った語(句)について、

自分の感想を書いて発表

する。 

・種の異なる動物同士

に芽生えた奇跡的な

友情について理解し、

自身の立場に置き換

えて友情について考

えようとしている。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語表現の能力」 

・本の感想が書かれた

ブログを参考に、ブロ

グの形 式をまとめ、

内容にふさわしいタイ

トルを与える。 

・読んだ内容を理解し、

聞いた英語について適切

に答える。 

・読んだ内容の要点を

とらえ、設問に答える

ことができる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

・カバとカメの間に生

まれた奇跡的な友情の

話を読み、要点をとら

える。 

・本文を読んで内容を把

握し、英語の質問に答え

たり、サマリーを作成し

たりする。 

・CD の音声を聞き、ALT

の発言を聞く。 

・カバとカメの間に生

まれた奇跡的な友情

の話を読み、要点をと

らえることができる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「現在完了形」、「S+V+O 

(=that 節)」、「過去完了

形」について理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「現在完了形」、

「S+V+O(=that節)」、

「過去完了形」につい

て理解している。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

 

  



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5   

(10時間) 

ノンフィクショ

ン作家高野秀行

さんの怪獣ムベ

ンベ捜索探検記

と、高校生に当

てたメッセー

ジ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・高野秀行さんの冒険

について理解し、不可

能を可能にするために

何ができるか自分に置

き換えて考える。 

・読んだ内容から印象に

残った語(句)について、

自分の感想を書いて発表

する。 

・高野秀行さんの冒険

について理解し、不可

能を可能にするため

に何ができるか自分

に置き換えて考えよ

うとしている。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語表現の能力」 

・会話モデルを参考に、

道案内をする。 

・読んだ内容を理解し、

聞いた英語について適切

に答える。 

・学習するべき表現を

覚え、応用することが

できる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

・高野秀行さんがなぜ

冒険を続けるのか、要

点を理解する。 

・本文を読んで内容を把

握し、英語の質問に答え

たり、サマリーを作成し

たりする。 

・CD の音声を聞き、ALT

の発言を聞く。 

・高野秀行さんがなぜ

冒険を続けるのか、要

点を理解することが

できる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「分詞の形容詞的用

法」、「to不定詞の形容

詞的用法」、「受け身」

について理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「分詞の形容詞的用

法」、「to不定詞の形容

詞的用法」、「受け身」

について理解してい

る。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

 

  



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 6  

(10時間) 

「はらぺこあお

むし」などで、

誰もが知ってい

る絵本作家エリ

ック・カールさ

んの創作の秘密

を、たくさんの

絵や写真を見な

がら探る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・世界的に有名な作家

の創作について知り、

芸術の分野にも広く豊

かな興味を持つ。 

・読んだ内容から印象に

残った語(句)について、

自分の感想を書いて発表

する。 

・世界的に有名な作家

の創作について知り、

芸術の分野にも広く

豊かな興味を持とう

としている。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語表現の能力」 

・モデル文を参考に、

物語をまとめ、内容に

ふさわしいタイトルを

与える。 

・読んだ内容を理解し、

聞いた英語について適切

に答える。 

・読んだ内容の要点を

とらえ、設問に答える

ことができる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

・絵本作家エリック・

カールさんの作品や創

作についてのインタビ

ューを読み、理解する。 

・本文を読んで内容を把

握し、英語の質問に答え 

たり、サマリーを作成し

たりする。 

・CD の音声を聞き、ALT

の発言を聞く。 

・絵本作家エリック・

カールさんの作品や

創作についてのイン

タビューを読み、理解

している。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「関係代名詞」、「to不

定詞の副詞的用法」、

「関係代名詞 what」に

ついて理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「関係代名詞」、「to

不 定 詞 の副 詞 的 用

法」、「関係代名詞

what」について理解し

ている。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

 

  



 

 

  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7   

(10時間) 

オランダは日本

との関係が長

く、水と平坦な

土地柄から風車

や自転車文化、

水上ハウスな

ど、独特の興味

深い特色を持っ

ている。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・オランダと日本の共

通点や相違点を理解

し、水と共に生きるた

めのオランダ人の工夫

を知り、日本との共通

点に気づく。 

・読んだ内容から印象に

残った語(句)について、

会話をする。 

・オランダと日本の共

通点や相違点を理解

し、水と共に生きるた

めのオランダ人の工

夫を知ろうとし、日本

との共通点に気づこ

うとしている。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語表現の能力」 

・会話モデルを参考に、

買い物をする。 

・読んだ内容を理解し、

聞いた英語について適切

に答える。 

・学習するべき表現を

覚 え、応用すること

ができる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

・オランダの人々が

様々な工夫をして，環

境と調和した生活を送

っていることを理解す

る。 

・本文を読んで内容を把

握し、英語の質問に答え

たり、マリーを作成した

りする。 

・CD の音声を聞き、ALT

の発言を聞く。 

・オランダの人々がど

のような工夫をして，

環境と調和した生活

を送っているか理解

している。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「比較」、「It is + 

(for～)+to不定詞」、

「S+V+O+to不定詞」、

「S+V+O1+O2(=that

節)」について理解す

る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「比較」、「It is + 

 (for～)+to 不定詞」、

「S+V+O+to 不定詞」、

「 S+V+O1+O2(=that

節)」について理解して

いる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 8   

(10時間) 

動物や魚の中に

は集団で特徴的

な行動をするも

のがおり，それ

を集合知と呼

ぶ。動物の集合

知を人間の生活

にも応用してい

る例や人間の集

合知の例。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・動物や魚の集合知が

人間の生活にも応用さ

れていることを知り、

様々な分野に応用され

ていること 利用され

ていることを理解す

る。 

・読んだ内容から印象に

残った語(句)について、

会話をする。 

・動物や魚の集合知が

人間の生活にも応用

されていることを知

り、様々な分野に応用

されていること 利用

されていることを理

解しようとしている。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語表現の能力」 

・モデル文を参考に、

動物についてのレポー

トをまとめ、内容にふ

さわしいタイトルを与

える。 

・読んだ内容を理解し、

聞いた英語について適切

に答える。 

・読んだ内容の要点を

とらえ、設問に答える

ことができる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

・動物や魚が集団で行

動することにより生ま

れる知恵に関して読

み、理解する。 

・本文を読んで内容を把

握し、英語の質問に答え

たり、サマリーを作成し

たりする。 

・CD の音声を聞き、ALT

の発言を聞く。 

・動物や魚が集団で行

動することにより生

まれる知恵に関して

読み、理解している。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「S+V+O(=疑問詞節な

ど)」、「S+V+O+C(=現在

分詞)」、「S+V+O+C(=原

形不定詞)」、「It is+  

 形容詞[名詞]+that

節」について理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「S+V+O(=疑問詞節な

ど)」、「S+V+O+C(=現在

分詞)」、「S+V+O+C(=原

形不定詞)」、「It is+

形容詞 [名詞 ]+that

節」について理解して

いる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9   

(10時間) 

地球上の人口は

増え続け、近い

未来には 100 億

人を超えると予

想されている。

人口増加に伴う

食料・土地・水

の需要への影響

など、地球の現

状について知

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・人口の増加が地球に

与える影響について理

解し、自身の立場で今

できることは何か考え

る。 

・読んだ内容から印象

に残った語(句)につ

いて、会話をする。 

・人口の増加が地球に

与える影響について

理解し、自身の立場で

今できることは何か

考えようとしている。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語表現の能力」 

・会話モデルを参考に、

選んだテーマについて

ディスカッションをす

る。 

・読んだ内容を理解

し、聞いた英語につい

て適切に答える。 

・学習するべき表現を

覚え、応用することが

できる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

・地球上の急激な人口

増加について読み、要

点をとらえる。 

・本文を読んで内容を

把握し、英語の質問に

答えたり、サマリーを

作成したりする。 

・CD の音声を聞き、

ALTの発言を聞く。 

・地球上の急激な人口

増加について読み、要

点をとらえることが

できる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「助動詞を含む受け

身」、「関係副詞」、「仮

定法過去」、「現在完了

進行形」について理解

する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確

認する。 

・「助動詞を含む受け

身」、「関係副詞」、「仮

定法過去」、「現在完了

進行形」について理解

している。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 10   

(10時間) 

2013年7月に国

連本部でパキス

タンの少女マラ

ラ・ユスフザイ

さんがした教育

の大切さを訴え

る演説。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・世界には教育を受け

る自由のない人々入る

ことを理解し、教育の

重要性について考え

る。 

・読んだ内容から印象に

残った語(句)について、

会話をする。 

・世界には教育を受け

る自由のない人々入

ることを理解し、教育

の重要性について考

えようとしている。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語表現の能力」 

・与えられたスピーチ

原稿をクラスの前で表

現する。 

・読んだ内容を理解し、

聞いた英語について適切

に答える。 

・読んだ内容の要点を

とらえ、設問に答える

ことができる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

・マララ・ユスフザイ

の国連スピーチを読

み、要点とらえる。 

・本文を読んで内容を把

握し、英語の質問に答え

たり、サマリーを作成し

たりする。 

・CD の音声を聞き、ALT

の発言を聞く。 

・マララ・ユスフザイ

の国連スピーチを読

み、要点をとらえるこ

とができ る。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「分詞構文」、

「S+V+O1+O2 (=疑問詞

節など)」、「強調構文」、

「仮定法過去完了」に

ついて理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「 分 詞 構 文 」、

「S+V+O1+O2 (=疑問詞

節など)」、強調構文」、

「仮定法過去完了」に

ついて理解している。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Reading   

(9時間) 

1960 年代のア

メリカで、ダン

スに魅せられた

ちょっと太めの

女の子、恋を絡

めた奮闘を描

く。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

    

「外国語表現の能力」 

・登場人物の立場に立

って、感情を込めて本

文を朗読する。 

・CD の音声を聞き、ALT

の読み方を聞く。 

・登場人物の立場に立

って、感情を込めて本

文を朗読することが

できる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

・1960 年代のアメリカ

が抱える問題や主人公

の女の子の心情を読み

とる。 

・本文を読んで内容を把

握し、英語の質問に答え

たり、サマリーを作成し

たりする。 

・CD の音声を聞き、ALT

の発言を聞く。 

・1960年代のアメリカ

が抱える問題や主人

公の女の子の心情を

読みとることできる。 

・生徒の言語活動を観

察する。 

・ワークシート（ノー

ト）を提出させ、そ

の内容を取組状況

の判断材料とする。 

・コミュニケーション

テスト 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

     


